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院内感染対策サーベイランス運営委員会 (第 4回 )

議事次第
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2 会長が必要があると認めるときは、運営委員会に委員以外の者の出席を求め、

または他の方法で意見を聴 くことができる。

院内感染対策サーベイ ランス運営委員会設置要綱                        3 運営委員会の議事は、出席委員の過半数をもつて決 し、可否同数のときは会長

の決するところによる。

(趣 旨及び目的)

第 1条 各医療機関において実施される感染症の発生状況の報告その他の院内感染対                 (委 員の任期等 )

策の推進を目的とした改善方策を支援するため院内感染対策サーベイランス事                第 6条 委員の任期は、 2年 とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期

業を実施 し、その適切な運営を図るため、院内感染対策中央会議のもとに院内                   間とする。

感染対策サーベイランス運営委員会 (以 下 「運営委員会」 とい う。)を置 く。                  2 委員は、再任 されることができる。

(協議事項)                                                 (庶 務)

第 2条 運営委員会は、次の各号に掲げる事項について協議する。                         第 7条 運営委員会の庶務は、厚生労働省医政局指導課において処理する。

(1) 各参加医療機関より提出されたデータの精査、集計、解析、評価等に関す

ること                                               (雑 則 )

(2)各 参加医療への還元情報等に関すること                                第 8条  この要綱に定めるもののほか、運営委員会の運営に関 し必要な事項は、厚生

(3) ホームページ等で公開する解析情報等に関すること                              労働省医政局指導課長が定める。

(4) 各参加医療機関からの問い合わせ等に関すること

(5)各 参加医療機関への技術的支援等に関すること

(6) サーベイランス項目に関すること                                    附則

(7) その他の院内感染対策サーベイランス事業の運営に関すること                       この要綱は、平成 19年 6月 29日 から施行する。

。                                    この要綱の一部改正は、平成 24年 3月 16日 から施行する。

(組織)

第 3条 運営委員会は、委員 10人以内で組織 し、委員は厚生労働省医政局指導課長

が任命する。

2 特定の事象に関連 し検討の必要があるときは、運営委員会に専門委員を置くこ

とができる。

3 専門委員は、特定の事象に関連する検討が終了 したときは、解任 されるものと

する。

(会長)

第 4条 運営委員会に会長を置き、委員の互選によりこれを定める。

2 会長は、運営委員会を代表 し、会務を総理する。

3 会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長の指名する委

員がその職務を代理する。

(会議 )

第 5条 運営委員会は、必要に応 じて厚生労働省医政局指導課長が招集 し、会長は、

運営委員会の議長 となる。



資料2

Japan Nosocorrlialinfections SuⅣ eillance(JANIS)

院内感染対策サーベイランス(JANiS)

事業の概要について

医政局指導課



JANiS事業について

O全 国の医療機関における院内感染症の発生状況、薬剤耐性菌の分離状況及び薬剤耐性菌による感染症の発生

状況等を調査し、情報を提供すること

概要

○ 参加医療機関:*本サーベイランスの趣意に賛同した原則200床以上の病院

05部 門で構成                      *任 意参加型の事業であり、感染症法に基づく届出とは異なる

。検査音F門

コ全入院患者部門

・手術部位感染 (SSI)部 門

・集中治療室 (ICU)部門

`新生児集中治療室(NICU)部 門

O公 開情報口還元情報

・本サーベイランスの集計口解析評価情報をもとに、一般公開用の期報・年報をホームページ上で公開

・参加医療機関の解析評価情報を、参加医療機関専用ページで還元

【」ANISの主な経緯 】

◇ 平成12(2000)年 厚生科学研究をもとに」ANISが事業化(検査部門、全入院患者部門、lCU部門で開始)

◇ 平成14(2002)年 SSI部門、NICU部門が追加となり、現行の5部門となる

◇ 平成19(2007)年 公開情報、還元情報のシステムを更新 2



参加医療機関数の推移
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各部門におけるサーベイランスの目的

○検査部門
> 医療機関における主要菌種・主要な薬剤耐性菌の分離状況を明らかに

する

○全入院患者部門
> 全入院患者を対象とし、主要な薬剤耐性菌(MRSA、 VRE、 MDRP、

PRSP、 VRSA、 MDRA)による感 染症 の発 生 状 況 を明 らか にす る

○手術部位感染 (SSI)部門
> 医療機関における手術部位感染の発生状況を明らかにする

O集中治療室 (ICU)部門
> 集中治療室で発生する3種類の院内感染症(人工呼吸器関連肺炎、カ

テーテル関連血流感染症及び尿路感染症)の発生状況を明らかにする

○新生児集 中治療室 (NiCU)部 門
> 新生児集中治療室で発生する院内感染症の発生状況を明らかにする



公開情報・還元情報について

還元情報

対象 1個々の参加医療機関向け

閲覧、
ダウンロード

参加医療機関専用サイト

閲覧の制限 自施設のみ閲覧可能

内容

‐
■ ■ ■ ■ ■ ■ 1■

|

‐
‐
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全体 計と自施設の集計

*統計法一般統計調査の承認を受けている



各部門の公開・還元周期について

NICU
薔椰F可

月報

四半期報

半期報

年報

逗 7E

ＦＩＩ…Ｌ
　
　
　
　
瑯
椰

、四半期報、半期報は精度管理前の暫定報
は精度管理後の確定報
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検査部門概要

襄剤耐性菌の分離状況を明らかにすること

概要

○ 提出データ: 培養陰性検体の情報も含めた細菌検査に関わる全データ

○ 提出頻度: 毎月

○ 公開頻度: 四半期報、年報

〇 年報公開情報 :

① データ提出医療機関数

② データ提出医療機関数、検体数、分離菌数

③ 検査材料別分離菌数割合

④ 主要菌分離患者数と全医療機関の分離率分布

(主要分離菌Sα″″ガ,Sクブル″あLSク″′″″θ″ノαらEル
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⑤ 特定の耐性菌分離患者数と全医療機関の分離率分布

(特定の耐性菌 MIRSA,VRSA,VRE,NIIDЦ  PRSRカルバペネム耐性緑膿菌、カルバペネム耐性セラチア、

第三世代セファロスポリン耐性大腸菌、第三世代セファロスポリン耐性肺炎得菌、多剤耐性アシネトバクター、
フルオロキノロン耐性大腸菌 )

⑥ 主要菌の抗菌薬感受性



全入院患者部門概要 【公開情報】

目的

〇 全入院患者を対象とし、医療機関における*薬剤耐性菌による感染症の発生状況を明らかにすること
*対象とする薬剤耐性菌

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌(MRSA)   バンコマイシン耐性腸球菌(VRE)

多剤耐性緑膿菌(MDRP)        ぺニシリン耐性肺炎球菌(PRSP)
バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌(VRSA) 多剤耐性アシネトパクター属(MDRA)

概要

○ 提出データ: 入院患者数、感染症発症患者の基本データ、原因菌名、感染症名等

○ 提出頻度: 毎月

○ 公開頻度: 四半期報、年報

〇 年報公開情報 :

① データ提出医療機関数

② 新規感染症患者数と罹患率

③ 耐性菌新規感染症患者の性別内訳

④ 耐性菌新規感染症患者の年齢別内訳

⑤ 耐性菌新規感染症患者の検体内訳

⑥ 耐性菌新規感染症患者の感染症名別内訳

⑦ 耐性菌新規感染症患者の診療科別内訳



手術部位感染 (SSi)部門概要 【公開情報】

○ 医療機関における術後に発生する手術部位感染 (SSl)の発生状況を明らかにすること

概要

○ 提出データ:選定した手術手技に該当する全手術症例の患者基本データ、手術の種類、術野汚染度、手術部位

感染の有無、感染部位等

○ 提出頻度: 半年

○ 公開頻度: 半期報、年報

〇 年報公開情報 :

① 手術手技別手術部位感染の発生率

② 手術手技別リスクインデックス別手術部位感染発生率

③ 手術部位感染の原因菌

10



集中治療室 (lCU)部門概要 【公開情報】

○ 集中治療室(ICU)における3種類の院内感染症 (人工呼吸器関連肺炎、カテーテル関連血流感染症及び尿路感染

症)の発生状況を明らかにすること

概要

○ 提出データ: 集中治療室の全入室患者 (熱傷患者を除く)の基本データ、感染症発症患者の感染症の種類、原

因菌等

○ 提出頻度: 半年

〇 公開頻度: 半期報、年報

〇 年報公開情報 :

① 集中治療室入室患者数

② 解析対象患者の患者・日

③ 感染症発生率

④ 感染症別原因菌

11



新生児集中治療室(NICU)部門概要 【公開悌闘

○ 新生児集中治療室(NICU)における院内感染症の発生状況を明らかにすること

概要

○ 提出データ: 新生児集中治療室出生体重群別入室患児数、感染症発症患児の出生体重群、原因菌名、感染症
分類名等

○ 提出頻度: 1年

○ 公開頻度: 年報

〇 年報公開情報 :

① 体重別入院患児数・感染症発症患児数

② 菌種別感染症発症患児数

③ 感染症分類別感染症発症患児数

12



【公開情報】

F丁丁T百蘇司 検索

トップベージ >公開情報

全参力□医療機関のデータをまとめて集計・解析しており、一般の方も

ご覧いただけます。各部門名をク|リ ツクしてください。

(各参加医療機関のデータをそれぞれ集計・解析した還元情報は、

参加医療機関専用サイトから閲覧することができます。)

口 検査音FF号

口 全入院患者部門

E SSI部門

口D IC∪音FF]

■ NIC U吉FF]

各部門毎に結果を公開している

仕様確認書

公開情報 1ま 以下の仕様確認書に準拠して作成されています。 13



% 厚生労働省

院内感染対策サーベイラ

【公開情報】

FTTI轟 西¬ 検索

ンス事業

1鶯測瞭露111 トッ■ベージ >公開情報 >校萱部門 駅卜選 (一般向け〉期報 年津『
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■‐■■■■丁「

~~― ~1-]

1公開楕報          1撃朝糠纏層冨鰺 雇報11

「
」ANISについて ●検 査 部 門 」ANIS(一 般 向 |

「
各部門について

ア
提出データ作成方法 1腔董祠 1轟轟1愧 1撃縦1露鑓|

「
提出データ活用方法
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JANIS公 開 情 報 の 一 例    1/Ak開 情報】

院内感染対策サーベイランス公開情報 検査部門
2010年報(1月 ～12月 )

5.特定の耐性菌分離患者数と全医療機関の分離率分布

検体提出患者数

MRSA

■20101F
l～3月

309,644

30,515

(9.351)

308,069   001,352

30,193    291246

(9.801)    (9.39%)

2010年
4～ 6月

*20101F   *20101「
7～ 9月  10～ 12月

医療機関の分離率の分布を表示

全医療機関(2010年)の

動

的

“

“

”

。

医
療
機
関
数

0  1●  2Kl ' 0 " `0 1● ´ヽ |●  |●  l●●
15
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元について



JAN:S参加医療機関への還元について

・」ANISの 目的は、全国の医療機関における院内感染症の発生状況、薬剤

耐性菌の分離状況及び薬剤耐性菌による感染症の発生状況等を調査し、

【公開情報】を提供すること。

・サーベイランスの精度を高めるためには、継続的に参加する医療機関を確

保する必要があるため、医療機関に対して参加することのメリットを提供する

ことも重要。

①参加医療機関への【還元情報機の提供 (全 5部門)

②2DCM機能の提供 (検査部門)2011年 4月 ～

③JANISニュースレターの発行 (参加医療機関のみ閲覧可能)

2011年 5月 ～

]7



箱髭図への自施設表示ついて 【還元情報】

還元情報においては、全医療機関のデータの分布状況について、箱髭図表
示されたものに、参加施設の位置を赤い点で表示することで、視覚的に自施

設の位置が確認できる。

この例では、自施設の

値が、中央値よりもや
や多いことが分かる。

０

　

０

　

０

６

　

４

　

２

医
療
機
関
数

30,    40    50    60    70

画分離率・感染症発生率など

100
(0/。)

18



JANIS還 元 情 報 に つ い て の 一 例  【還元情報】

全医療機関における自施設の位置づけ、並びに継続的に参加することで経年的な

推移が把握でき、還元情報を「院内感染対策委員会」等の資料として活用できる。

(年報 :分離率 )

1.特定の耐性菌の分離患者数(分離率)

2007年

検体提出患者数(人 )

(100床あたり)

MRSA

繊 嚇解)電塞翻鴛単挙雰蠍 と
I器

ul:6畔■  1ザ1

脚 lr畔  F「ll
‐，５５８２‐３．‐３＞２ｍ

2∞8年

3039

〈41573)
357

(!170ヽ)

2009年

3003

1410.31)

297

(089ヽ )

2010年

3.003

(41081)

299

(996■ )

この例では、経年的にMRSA分離率が低下していることが分かる

(年報 :抗菌薬感性率 )

亘矩療1躙

一 自歴 貴

この例では、経年的にお′′
`た

勁ο″α″α′″″♂″οS′に対するLVFXの

感性率が改善していることが分かる
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院内感染対策サーベイランス公開情報 検査部門
2009年報 (1月 ～12月 )

【検査部門におけるサーベイランスの概要と目的】

本サーベイランスは、参カロ医療機関において分離された主要細菌の検出状況や薬剤感受性パターンの動向を把握

するとともに、新たな耐性菌の早期検出等を目的とする。これらのデータを経時的に解析し公開することによつて、

抗菌薬の有効な使用方法や院内感染制御におけるベンチマークとなるような具体的かつ確実な情報を提供する。

【解説】

1 参カロ医療機関数

今回の年報 (2009年 1月 ～12月 )におけるデータ提出医療機関数は499医療機関 〔2008年 :436医 療機関〕で

あり、全国の7714医療機関の65%〔2008年 :56%〕 、200床 以上を有する2100医療機関の238%〔2008年 :199%〕

(病床数不明を除く)と 昨年を上回つていた。

2 検体

検体から菌が分離された頻度(検体陽性率)は 488%で昨年とほぼ変わらず、検体別では呼吸器系検体で最も高く

(675%)、 髄液検体で最も低かつた(87%)。

3 分離頻度

血液分離菌総数(137814株〉に対する主要分離菌の頻度では、上位 3菌種の順位は昨年と変わらずSt印榊 ∝C“

a ttF"が 129%、 St叩″′οω∝●,″ゴdθ
“
J山が 97%、 Esぬ

`晰
σtta“ガが90%であつた。

髄液分離菌総数(4504株)に対する主要分離菌の頻度も昨年と同様、上位 3菌種までブドウ球菌属が占め、S
″Jdα

“
ぬ9が 107%、 Sa“θ

"が
91%、 表皮ブドウ球菌以外のコアグラーゼ陰性ブドウ球菌(CNS)が 80%であ

つた。次いで分離頻度が高かつたのはE"″州 "わ
″幽 ″θ、助 ぁω

“"ュ"υ
2022θ であり、それぞれ33%、

31%だつた。なお、2008年と同様、血液検体におけるS′″et24雌aθ の分離頻度、髄液検体における〃

"′

口
“
″θ、

Sp"″″o血θの分離頻度は、いずれも第3期 (7～ 9月 )において明らかな減少がみられた。

検体提出息者(1056555名 )に対するメチシリン耐性黄色ブドウ球菌 (MRSA)分 離患者の頻度は各医療機関によ

って大きく異なるが、分離率は 100%(中央値 98%)と 昨年とほぼ同等であつた。他の主要耐性菌の分離率も昨年

とほぼ同等で、バンコマイシン耐性腸球菌 (VRE)、 多剤耐性緑膿菌 (MDRP)分 離患者の分離率分布はそれぞれ 0

～46%、 0～81%であつた。多剤耐性アシネトパクター分離患者も32名 報告されたが、バンコマイシン耐性黄色ブ

ドウ球菌 lV‐RSA)分離患者の報告はなかつた。

4 薬剤感受性

主要菌の薬剤感受性はSttep"“pyttn"のエリスロマイシン(E■411に 対するものを除き、全て昨年と同様の

傾向を示した。S aaraυ′では、メチシリン感性黄色ブドウ球菌 (MSSA)はペニシリンG(PCOを除く主要抗菌薬

の全てにおいて被検株の77%以 上が感性を示した。MRSAはバンコマイシンl1/CNIl、 テイコプラニンKTEIC)、 リネ

ゾリド(LZDに対して全ての株が、ST合剤に対しては被検株の99%が感性を示した。

S″Jdθ

“
面出しの81%が メチシリン耐性株であつたが、VCM耐性株の報告はなかつた。しかし、TEICに対して

は被検株の3%が 中等度耐性と判定された。表皮ブドウ球菌以外の CNSでは 74%が メチシリン耐性株であつたが、

表皮ブドウ球菌と同様にVCM耐性株の報告はなかつた。TEICに対しては被検株の3%が非感性 (中等度耐性 2%、

耐性 1%)と 判定された。

腸球菌では、働強em“
“

Faθ cttsの 99%が アンピシリンαBPClに感性を示した。a Faθ
“
鮨 はVCM、 TEIC

に対してほぼ全ての株が感性を示したが、ユ raθご
“
口はvcMに対し被検株の3%が非感性 (中 等度耐性 1%、 耐性

2%)と 判定され、TEICにはほぼ全ての株が感性を示した。

データ集計日 : 2010年 10月 5日

公開情報掲載日 :2011年 1月 14日
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S′″
“

コo聰θの米国 CLS12007(M100‐ S17)に準拠した場合のPCG非感性株の頻度は 63%(中 等度MIL 42%、

耐性 21%)であった。レボフロキサシン(LVFXl非感性株の頻度は 4%(中等度耐性 1%、 耐性 3%)で あり、VCMに対

しては被検株の全てが感性を示した。外来で分離された PCG耐性株に限つた場合でもPCG以外の抗菌薬感受性は

入院患者から分離された全肺炎球菌のものとほぼ同様の傾向であった。

Sttp¨
“"θ

…
"で

はヽペニシリン耐性株はみられなかった。近年マクロライ ド耐性株の出現が問題とな

つているが、今回の調査では EM非感性株の頻度は 45%(中 等度耐性 1%、 耐性 44%)〔 2008年 :38%(中等度耐性

1%、 m・f性 37%)〕 と増カロがみられた。

腸内細菌科であるZωム ル おL腸〃
"″

″o血θ、Sara″レコ″
`θ
s`“sの第 3世代セファロスポリン系抗菌薬

であるセフォタキシム(C"及びセフタジジム(CAZ)に対する感性株の頻度はEο泌 で89%と 94%、 κβ
"″

●ο口aθ

で 95%と 96%、 S″″
“
″
“
,で 77%と 88%であつた。また、ィミペネム(IPM/CS〉 に対する感性株の頻度は Eαガ

とZ p12“″o越aθ でそれぞれ 100%、 S″″
“““

,で 98%であり、LVFXに対する感性株の頻度はZα力で 71%、

κ 烈
"υ

コmaθ で 96%、 S″attsce郎で 91%であつた。

Rθ●おm∽′,2″uttω′では、カルバペネム系の IPIM7CSに対しては被検株の 74%が 、メロペネムlMEPⅣDに

対しては 80%が感性を示した。アミノグリコシド系のグンタマイシン(Gmと アミカシンlAMЮ に対しては 82%、

94%が 、ニューキノロン系の LVFXに対しては 76%が感性と判定されていた。

′a口θtObaa″ 肋
“"222で

は、カノンバペネム系のIPM/CS、 lν〔EPMに対 してはそれぞれ 98%、 97%の株が感性

を示した。アミノグリコシド系のAMKに対しては 95%が 、ニューキノロン系のいTXに対しては 85%が感性と判

定されていた。

Zゴ覆7′

“
zaθ では、ABPC非感性株の頻度は 55%(中 等度耐性 19%、 耐性 36%)、 スルバクタム/ア ンピシリン

(SBT/ABPC)耐 性株の頻度は 35%で あつた。一方、第 3世代セファロスポリン系抗菌薬であるCTXやニューキノロ

ン系の LVFXに対しては非感性株はなかった。

5 精度管理について

集計データは各医療機関からの報告の単純集計であり、検査上の精度管理は各医療機関に任されている。ただし、

主要菌 10種類 (S… ぉ、S)pttrmiこs、 S P22仰″a22ο、ユ raθ。』 s、 E ra“力″、ュ ωム κ〃
"22220″

2θ、

働麟ettaσ
"rspp.、

Sコな∝s∝n,、 P′eFu騨のの と薬剤耐性菌 (MRSA、 MDRP、 PRSP、 カルバペネム耐性緑

膿菌、カルバペネム耐性セラチア、第二世代セファロスポリン耐性大腸菌、第二世代セファロスポリン耐性月市炎得

菌、多剤耐性アシネ トバクター)については、分離率が逸IInし てぃる医療機関に対 して JAINIIS事務局より問い合わ

せを行い、データに疑義が生じた場合は集計から除外した。

検体提出患者数、MRSAや ユ dの 報告がゼロであつた医療機関と、VRSA、 VREについては報告した医療機

関に対し、すべてに問い合わせを行い、データに疑義が生じた場合は集計から除外した。

データ集計日 : 2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14日
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1.データ提出医療機関数

2000年データ提出巨彙饉

“

餞
(aP● 9)

平n20年
=銃

計全口E壼櫨
員数●lF77141

2.データ提出医療機関数、検体数、分離菌数

200床未満

熙200-499床

0300～ 009床

諄OOO床 以上

辮輌床歓不明

検体分類

呼吸器系検体

尿検体

便検体

血液検体

髄液検体

その他

合計

データ提出
医療機関数

499

497

497

488

465

498

499

検体数

974,843

345,233

2471809

658,841

40,292

590,580

2,857,598

陽性検体数
(分離菌数)

657,535

(1,372,632)

188,303

(281,100)

132,046

(201,455)

115,301

(137,814)

3,487

(4,504)

296,492

(488,675)

1,393,764

(2,546,180)

“

 1● "“ G O 睛  ∞

“

 
“

% "“  0い 1001

平成20年
入院E者として報告された槍体を無計した
集計対摯菌名コード:コメントのみ(0000)を 除く全コード
魚計対象については仕様確認書を,照

病床数

200床未満
200～ 499床

500～ 899床

900床以上

病床数不明

合計

統計全国医療機関数 *

5,614

1,674

363

63

7,714

繹
辮 属鰤 に

鯖
0.1

180
45 2

38 1

65

３

１

４

４

７

９

３

１

　

　

　

　

４

中厚生機計要瓢平成20年度)を●照した
綺神科病院はのぞく

データ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14日

データ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14日
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3.検査材料別分離菌数割合

100%

籠Staphyloo● ●●uo ●ureuo (:2 01)

●Staphyloooooo8 0plder● ldlo (0 7")

EI●horiohio ooH 0 01)

CO日gul● ●●―nogetiv●  etephソ :●●●●●, (CMS)* (7 51)

■KI●bli● ‖● p●ouЮnido(40D

●P3●udO口on● 8 ●Orugino● 8 曖 81)

口Enter● ●●●●u3fa00● :i3(269

1,Entorob●●ter ●:oaca●  (1 69

■Entero●oc●u3fa●●itn (15り

,Candid● ●lbloan● (14り

Stropt●●o●●u8 pneunoni●● (1.11)

Bno‖ lul● p(11つ

●Kllbl:● |lo oxyt●●● (: 19

●B●●|‖ u3●●rOus(119

口Staphソ lo●oocu3 8P (1 01)

■その他 (41■ )

ホロ名ヨード:131,,1113-i326と 報告された●(1312:SLphy10∞ ccu3 0●dOnd3は対ユ外)

入院息者として報告された検体を集計した
分離燿度が10位以下は「その他」に■計した

検査材料分離菌数鶴含 =各分離薔′血液検体分離薔 Xl∞
枡 漱 菫名ヨード:コメントのみ0999)を 除く全ロード            `
集計対象分種菌数:137814

集計対彙検体:静Intコード番号:40!)、 助脈虫ヨード書蜘 a
苗名コードについて :h坤

`■

、 市晴 m.JP/800● On/m●●ty/陥ou卿口
"nt●

●

“

中‐4暉鳳∞002"“

検伽 ―自
=つ

いて :h"J′
…

耐h―J●‖●JP/"“On/"ぃ‐ r/●●●mn●ⅢⅢ●
"YOr1 020070フ

01x13

ァータ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:20‖ 年1月 14日

血液検体分離菌 (n=137814)

園 1
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3.検査材料別分離菌数割合

髄液分離菌 (n=4504)

oStaphylo● o● ou● ●pldermidi3(1071)

●Staphylo● o●●us aurou3(0.11)

Coagulall― nogat:ve ●taphyl● o●●ol (C‖ S)亭  (8 01)

H●●mophilu●  influonzao (3 31)

●Streptoloocuo pneunon:● o(311)

oCryptococcu8 neOfOrman3(2.41)

●Propi●口ibactari」 n acnoo(l.9%)

I Pseudollonas ●orugino●● (1.9%)

●Entero● o●●us faeca!i●  (: 8%)

●E6Cherichia oo;:(161)

Staphソ :●●●●cu8 8P  (1.4%)

Coryneb● ctoriu口  op  (1 31)

■Klebsio‖ a pneumniao(101)

■Enterobo● tor● looo80(00り

●Serratia naroo●cono(081)

●その他 (509り

中菫名コード:1311,1013-1325と 報告された●(:112:SLph口 ocO●Cu3●

“

dannid8は対彙外,

入院慮者として報告された検体を集計した
分離頻度が:6位以下は「その他」に集計した
検査材料分離菌数割合=各分離菌 /饉液分離菌 Xl∞
集計対拿目名ヨード:ヨメントのみく99嵯除く全コード
集計対拿分饉薗数:4504

■計対象検体:髄液(コ ー日脅肇ω3)

苗 名 ヨ ー ドに つ い て :“ゅ ノ/ぃ剛 』ih」anLJp/3●●●On/m。●ぃ r/1nfocu∞ 日a"ntOod●
=ver4 0 20000925劇

|

検体コードについて :h嘔//―市同 anに Jp/●●●●●n/nlaeter/3p001“ ne"的
～"LVOr1 0 200,0701x13

データ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14日
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4.主要菌分離患者数と全医療機関の分離率分布

*2009笙F  *2009年   *20094「   キ20094F
l～ 3月  4～ 6月  7～ 9月  10～ 12月

検体提出患者数   2,9,071  234,468 282.571  282.765

5.特定の耐性菌分離患者数と全医療機関の分離率分布

S aurous

S en dOrmidis

S pneumonlao

E facca‖ s

E faecium

E co“

K.pneumoniae

EnterObacter属

S mar●。scen3

P aeruglnosa

Adnetobacter属

180.184 44: `089

(1705り :| に
=H51.223  ooo 329

(4 851tD iい華}¬

30222. ooo 210

(286%):1中
61.113 ooo 498

(57B→ 1 巨華⊃¬

l翻 畔
11

MRSA

VRSA

VRE

MDRP

PRSP

カルバペネム耐性
縁膿菌

カルバペネム耐性
セラチア

第二世代セファロスホ
゜

リン耐性大腸菌

第二世代セファロスホ・

リン耐性肺炎拝菌

多剤耐性アシネト
パクター

フルオロキノロン
耐性大腸菌

29.6フ 0     28,593     28247

(1063%)   (10051)   (1000%)

0         0         0

000%)    (000%)    (000%)
112       140       143

1004%)  (005%)  (005%)
464       510       571

017%)    (018%)    (020%)

3,009      4,023      3,152

(1 10%)    (141%)    (1 129D

3.488      3.488      4.025

(125■)    (123%)    (142,
47        25        47

(002%)    (001■)    (002つ

1,310     1,961     2,112

(065“)    (069%)    (07"
449       494       523

(010%)    (017%)    (0 199tD

5       14       9
(000“)    (0003)    (000鵬 )

5221      5,183      5338

(187%)    (182%)    (189%)

*2009年  +2000年
10～ 12月  合計

232765  1,066.555

27,276    105.722

(0■研)  (1001%)
0         0

(0醐)    (000嘔 )

:95       540

(007%)  (005%)
516      1,928

(01釧)    (018%)

3,900     13,662

(138%)    (129%)
3.602     13.72フ

(131%)    (1 301el

59       172

(QO綺 )  (002%)
2,020      7.446

(071%)  (070り
534      1,875

(019%)  (018%)
5       32

(0コ路)  00餅 )

5,234     19832

(185%)    (188%)

■200941
合ll

l,056555

の年０９
布

２０
分躙

医全 *2009年  *2009年 親009年
1～ 3月  4～ 6月  7～ 9月

検体提出患者数   279071 284468 282571

全医黎 雰器年
)の

222978
lH神

β
00

000000
|

000005
pH

四
〇1

48.789     47,837     47.753     4フ .438

(1748%)   (1682%)   (1690"    (1678%)
12,890     13.483     14,065     12′ 751

(462%)    (474%)    ●981tD    (451%)

フ,301      8.811      6.645      8594

(262ヽ) (31幌 ) (235%) (3041)
16,172     10,296     15,879     15,543

(579%)    (573■)    (562%)    (551n)
4,838      5,003      4,585      4,737

(173“)    (179D     (162%)    (168%)
30,353     31.197     31.174     29,495

(1088%)   (1097%)   (1103り     (1043つ
13.138     13.523     17.419     15.725

(471%)   (475%)   (616D     (55∞
8,445      9,600     12,739     10,472

(303ヽ)  (337り    

“

519   (37の
3,819      3,804      4,460      4,055

(1370   (13鋤    (158り   (14釧)

20.450     20,405     23,927     22,170

(733%)    (717%)    (847り      (784X)

3.497      4.020      5,418      4.111

(125%)    (142%)    (192%)    (145%)
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|
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|
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「

‐
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４

116.2271035

01011X)| 躍 渕
13 1463

50924 000 553
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古翻 1剛
嘔

″濡ll踊
″

古Ⅷ I躙
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000000
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000006
い

000000
|

い̈一
入院慮者として報告された検体を集計した
集計対象については仕様確認書を参照
中各耐性菫の分離率 =各耐性菌分離患者数 /検体提出患者数 X100
箱ひげ図の説明はこちらl http′/―市h」a市6Jp/d● taus●4ndOx師‖
重複処理の方法については巻末を参照。

入院患者として報告された検体を集計した
集計対象については仕様確認書を参照
Ⅲ各耐性菌の分離率 =各耐性薗分離患者数 /検体提出患者数 X100
箱ひげ図の説明はこちら:httpy/― nlh_」 3市3Jp/dataus。 /hdex html

重複処理の方法については巻末を参照。

データ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14日

データ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14日
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入院■■として報告された検体を魚計した
百分率を目枯五入し整数で表示
Ⅲ米目OLS:2007":00‐ S17)こ準拠し、集計時にS.LRO射定

…

い報告は集計から劇除
神 自名コード:1304,1000,1000と 報告された菫および菌名コード:1001と報告され抗菫藁ヨード:1200(オ キサシリン)の感
受性結果「SJの■

データ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14日

院内感染対策サーベイランス公開情報 検査部門
2009年報(1月 ～12月 )

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Staphyloc,ccus aureus(MRSA)料

GH (ll=91676)

EH(n=86457)

CLD‖  (n=34542)

円:"0 (n=91570)

VC‖  (n=95;09)

TEIC (n-47055)

LVFX (n=03201)

L20 (F-45408)

ST (n=76900)

入院自者として報告された検体を集計した
百分率を四捨五入し整数で表示
●米国CLS:2007"100S17】

=準
拠し、集計時にSl,RO判 定ができない報告は集計からH除

Ⅲ 薗名コード:1000と 報告された■および菌名コード:1301と 報告され抗菌藁コード:1200(オ キサシリン)の感受性舶暴「R」

の菌                                         ・

データ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14日

6。主要菌の抗菌薬感受性*

Staphy:ococcus aureus(MSS´ 0**

■感性6) ゞ中間 (1) ■耐性 (R)

p10 (n=48807)

OE2 (n=56381)

CVA/AMPC (n・ 10755)

:ロツCS(鮮 54032)

OH(n=56310

田 (n=53877)

CLDJ (高 0274)

|:HO(F“ 531)

LVFX(n-53113〕

ST(n45731)

05    101   211    301   401    50%    601   70%    30%   101   100%

■感性 CS) ●中間 (:) ■耐性 lR)

01     101    201    301    401    5悌    601    70%    801    90%   100ヽ
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院内感染対策サーベイランス公開情報 検査部門
2009年報(1月 ～12月 )

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Coagulase― negative staphylococci(CNS)**

PCC(n=24915)

MPiPC(眸 29155)

VCH(F32356)

TEIC (n 29259)

0%     10%    201    301    401    5∝     601    701    801    90ヽ

入院豊者として報告された検体を魚計した
百分率を四措五入し整数で表示
中米口CLS1 2007(M10● S17】こ準拠し、集計時にS,1,日の判定が0な い報告は集計から削除
Ⅲ 宙名コード:1311,1010～ 1025と報告された菌(1312:Staphyl∞ ∞。u● o●dOmldeは 対彙外)

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Staphylococcus epidermidis**

口感性(S) ●中間 (1) ■耐性①

PCG (n=32964)

(n40277)

TEIC ln=36886)

錦     10%    201    301    研     5●    601    705    801

入腕患者として報告された検体を集計した
百分率を四捨五入し整数で猥示
Ⅲ米国OLS1 200'(M100 Slフ‖

=準拠し、集計時にS,LRO判定ができない報告は集計から削除
持 首名コード:1312と 報告された日

鉗

　

・

データ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14日

データ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14日

■感性 (S) li中間(1) ■耐性 (R)

錦     10%    201    301    研     5●    601    705    801    001   1001



院内感染対策サ=ベイランス公開情報 検査部門

2009年報(1月 ～12月 )

院内感染対策サーベイランス公開情報 検査部門

2009年報(1月 ～12月 )

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Enterococcus faecalis**

PCC (n=37579)

ABPC (n=43779)

口感性(S) ■中間 (I) ■耐性 lR)

"
EI■ |11,↓|■ |■ ,I要 |||||||■

― ―
ロ

“

―

車

■

ｍ

一■

1111■ill● 11■11

‐ 11遭

|11日日1日] 目

舞1輝

“

鋼

一 ー ー ー ー ―

― ‐

― ―

■感性(S) ●中間(1) ●耐性 (D

い
　
■

||―■
‐
目‐ |■

■

|124■||

■
＝
壌
一

―

目

||||'

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Enterococcus faec:um**

PCG (n=11988)

ABPC (n=13021)

E“  (n=12651)

MI‖0 (n=14362)

VC‖  (n=:5612)

TEIC (n=14242)

LVFX (n=13906)

L20 (口 =7126)

EH (n=38543)

“

I‖0 (n〓41837)

VC曽 (n=44556)

TEIC (n=40580)

LVFX (n-42027)

"     101    201    305    401    50%    601    701.     801    901   1001                                             0"
入院患者として報告された検体を集計した                                                          101  20%  3喘

  40%  5儡   601  70ヽ  80%  90%  10錆

入院患者として報告された

百分率を四捨
=入

し壺数で表示
ホ米口OLS1 2∞ 7(M100S17)=準 拠し、集計時にS,1,Rの判定ができないIn告は集‖                          

百分率を四捨五入し整数1検
体を集計した

Ⅲ薗名コ十 1201● 卸221R告された目         
慟`ら閣除          Ⅲ米国CLS1 2∞ 7 mOC「 :表

示

将 目名コード:1205,1200117】

こ準拠し、集計時にS,1,Rの 判定ができない報告は集計から11除

ヒ報告された首

1:        .      ‐

データ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14日

データ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14日
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院内感染対策サーベイランス公開情報 検査部門
2009年報(1月 ～12月 )

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Streptococcus pneumoniae**

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Streptococcus pyogenes**、

■感性 (S)

PCC (n=1377)

A3PC (口=1340)

CTX (n31193)

■中間(1) ●耐性 (D●感性CS) 1中間 (I) ■耐性 (R)

CIX (n=20134)

IEPI (口=17015)

PCC (n=22615)

E日 (n=19910)

CLD‖ (n=15258)

YO日 (直0332)

||

E,1

■

■

■

E21

■■

■11●

■

161

:.:|

■

■
-

― ― ― ― 一 ― ― 一 ―

■‐ ■

0%     :0%    20ヽ    30%    401    501    001    '01    801    901   1001

EH (n=1237)

LVFX (n=18754)
CLDH (n=1:67)

入院壼書として報告された検体を集計した
百分率を四捨五入し豊数で表示
●米国CLS1 21X17(M,00S17)=準拠し、魚tt時にSl,Rの判定ができない報告は集計から用除
Ⅲ 菌名ヨード:1111と 報告された目

入院患者として報告された検体を集計した
百分率を四捨五入し整数で表示
,米目CLS1 2007(M100S,7】 尊 拠し、集計時にS.LRの判定に ない報告は集計から鯛除
持 菌名コード:1131と IR告された菫

データ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14日

ァータ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14日

01     10ヽ    2儡    301    401    501    001    701    801    901   1001
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院内感染対策サーベイランス公開情報 検査部門
2009年報(1月 ～12月 )

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Streptococcus agalactiae**

■感性 CSp ■中間(I) ■耐性①

PCC (n=10584D

ABPC(n=11424)

CTX (D=60:3)

E日  (n■ 9598)

ILD田  (n=0475)

01     10%    201    301    40%    501    60%    701    801

入腕■者として報告された検体を魚計した
百分率を四捨五入し整数で豪示
*米BCW 2007(M'0← S17)に準機し、累計時にS.LRの判定興 ない●告ltr計から劇除
Ⅲ■名ヨード:1114諫告された菌

901   1001

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Escherichia co:i**

■感性③ 中間(:) E耐性①

ABPC (n=70464D

P:PC (n=79674)

OFZ (n=83245)

CTX (n=60082)

CAZ 6=83864)

AZT(n-67777)

:P‖/CS● =80024)

AMK (n=82510)

LVFX (ぃ=001:0)

入院患者として報告された検体を集計した
百分率を四捨五入し整数で表示
Ⅲ米日C国 2007(M:00 Sl]4拠し、集計時にS,LRの判定力資せない報告は集計からH除
Ⅲ菌名コード:2001～側 とは告された薗

データ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14日

データ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14日

01    10%    201    301    401    501    60%    701    801    001   :00“
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院内感染対策サーベイランス公開情報 検査部門
2009年報(1月 ～12月 )

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Klebsie‖ a pneumoniae**

■感性 (S) ■中間 (1) ■耐性 CR)

ABPC (n=42049)

PIPC (n=43040)

GE2 (n二44870

0TX (n=37368)

CAZ (n=45097)

泣T(n→ 6212)

lPH/CS (n=43108)

A“K (n=44253)

LVFX (n=43338)

入院患者として報告された検体を集計した

百分率を四捨五入し整数で表示
■米国OLS1 2007(M100S17)こ準拠し、集ll時にS.1.Rの判定がせ ない報告は集計から閣除
替 菫名ヨード:2351と報告された日

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Serratia marcescens**

■感性 CS) ‐中間(1) ■耐性 (R)

ABPC (n=13754)

PIPC (n=14702)

OE2 (n=13064)

CIX (n=12020)

CA2 (n314720)

AZT(n=11702)

:PH/CS (n=14119)

AHK (n=14326)

LVFX(n=14634)

入院患者として報告された検体を集計した
百分率を四綸五入し整数で表示
中米国CLS:200'α 100S17】 こ準拠し、集計時にS,1,RO劇 定ができない報告は集計から鯛除
●●首名コード:2101と 10告された菌

データ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14日

データ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14日

0%     10%    201    301    40%    601    601    70%    001    001   1001 0ヽ     101    201    301    401    501    601    70%    801    901   1001
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院内感染対策サーベイランス公開情報 検査部門
2009年報(1月 ～12月 )

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Pseudomonas aeruginosa**

■感性 (S) 1,中間 (I) 口耐性 (D

PIPC O-37641)

CAZ o-39,42)

AZT(F7“ 02)

CPH O-65017)

:PH/CS ln-86145)

IEPU ●=00654)

側 (F86083)

AttК  tn‐ 80433)

LVFX(晴 04260

01    1“     201    301    研     501    601    701    001

入腕壼者として報告された検体を集計した

百分率を四捨五入し整数で表示
●米目C国 2∞7(M100‐ Slつに準拠し、魚計時にS.LRの判定確 ない報告は集計から開障
尋 ■名ヨード:4001凛告された日

0" 1001

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Acinetobacter baumannii**

■感性③ ■中間(I) ■耐性 (R)

P:PC (n=,621)

SIT/ABPC (n=2251)

CAZ (n=8241)

CF円 (n-4057)

:PH/CS(nヨ 501)

“

EPH (n=5064)

|‖ (n=フ604)

AttK (n38:35)

LVFX (n=7645)

ST (n=0444)

入院慮者として報告された検体をArtした
百分率を四捨五入し壺数で表示
中米国CLS1 2007(M:00 Slつ に準拠し、集計時にS,LRの判定ができない報告は集計から劇除
Ⅲ●名コード:4402と 報告された菫

データ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14日

ァータ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14日

01    10%    201    301   401    601    601   701    801   901   100“
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6.主要菌の抗菌薬感受性*                           6.主 要菌の抗菌薬感受性*

Haemophhsin■ uenzaett                         Penti!:in resttant Streptococcus pneum。 面ae(PRSP)外来患者対象林

■感性 (S)  中間 (1) ■耐性 (D 口感性 (S)  中間 (:) ■酎性 C)

||.1,

1 ||■ ‐

-ー ー - …

院内感染対策サーベイランス公開情報 検査部門
2009年報(1月 ～12月 )

ABPC (n=17056)

SBT/ABPC (n=12518)

IVA/A“ PC(n=8977)

CTX 〈n=14811)

“

EPU (n=15072)

は‖ (n・ 13003)

TC (n=7300)

LYFX (n=16642)

PCC (■ =10864)

CTX (n=14004)

HEP‖ (n=1:271)

:

■個

1■1■lII

■|
EM (n=:3850)

CLD“ (n=9420)

VCM (n=14804)

LVFX (n=12356)

0%    :01    201    301   401    501    601    70, 1  8晴  0鯖  10備                      錆

入院患者として報告された検体を集計した                                                           :儡
  201  翻   401  5鯖   601  7畔   801  00%  10囁

百分率を四措五入し整数で表示                                                  
百分率を四捨五入し整数¬

*米国CLSI mフ m咋 釧〕尊 拠し、411時にSLRの綱定ができない報告は魚‖           
ネ米目CLSl m"01け :猥

示

Ⅲ 酪 コード●2a,3202,3200,3215,3200,3創 1,3214.3217.3220.3223諫 告され|か
哺 除           Ⅲ 酪 コー臓

""婦
告そ

〕碑 拠し、集計時にS,lRの判定がで構 い報割謀 計から薦除

ヒ.                                   
され抗苗藁コード:1201(ベ ンジルペニシリン)の餞曼性結果「:」「:。「 RJ「RIの菌

データ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14日

データ集計日:2010年 10月 5日

公開情報掲載日:2011年 1月 14曰



い■縮薇 (抑 ω魚計力浅についJ

l 年籠における綸体饉出■■餞と●分離a■alこっぃて

綸体饉出■■彙は二書 :Dポロじ検体を提出した患者を目―●者とし、●9●0■●にかか

わらすすべての検体を無llしています。ただし、外栞検体は臓外します。30日 以hにロー●

者から検体が提出された場合は■●処理を行い、検体提出●看敏は1と します。

E9●●●nは、30日 以内に同一患者からロー●が複数口検出された場合は■複燿■を行
い、■分離患書数は1と します。

30日 ■趣え饉絨して同一●奢より検体が提出された場合は (ローの日であつても)3:日 ご

とにII上 します。(口 1●口)                      .1,

日1     コ月       4月        5月
■        ll●

■-2月

検は欄目刻ま V  T  T
嶽醐蹴 ll

2  futtgJL呂2ェ

検体提出日の里日を1日 日とします。当日が3月 1日 とすると、1日 日lt 3月 2日 、∞日目
It 3月 31日 となります。(目 2●目)

日 2

● 
“

性を■■した
―30日以内に日―●者から同一●が跛出された場合で、かつ共通するな壺抗菫鎮のいずれか

においてT20ようにな晏性結暴に不一致がある場合は、●●る菫株として集計されます.

0 日iC●に4僣口■の違いがある。

ただし、H10〉 2は口ll≧ 4と脅え、綱定

"は
日:C=4と して薇います。

また、H10く 161ま 口iO≦ 16と考え.判定時は日:C=16と して搬います。

② S:R"定ではSと
'の

組み合わせ。

一凛鳳 魚鼻
=騰
『

=翼
亨1二撫嘉閣五蹴 1な

る●株として串計されます。

4 菫檀処理する線と績体提出日

綸体提出日が先の菫株の検査抗菫薬敏ボ (30日 以内の)■の菫株の綸壼航自藁漱より多い

場合、崚の日株の検査綸果は排除します。また、検体提出日が後の日株の検査抗口葉が (30

日以内0)先の■株0-EEよ り多い場合、先の日わ 検壺結果を書豫しますが、先の検

奎の検体提出日を引き継きます。(口 0●猥)

サ:講M認3瞥
と国 3Ｔ

↓

憑 ≡日春
中如
翻 岬

少ない

韓　　　出

3ノ1372

当日18日

a′ ol

30B目

30日 以内  |



院内感染対策サーベイランス公開情報 検査部門    響斗3-2    院内感染対策サーベイランス公開情報 検査部門

2010年報 (1月 ～12月 )2010年報 (1月 ～12月 )

【検査部門におけるサーベイランスの概要と目的】                                    【解説】

本サーベイランスは、参カロ医療機関において分離された主要細菌の検出状況や薬剤感受性パターンの動向を把握す       1 病床別データ提出医療機関数 (図表 1)

るとともに、新たな耐性菌の早期検出等を目的とする。これらのデータを経時的に解析 し公開することによつて、       2010年 年報 (2010年 1月 ～12月 )では 495医 療機関からデータの提出があり、国内 7655医療機関の 65%を占め

抗菌薬の有効な使用方法や院内感染制御におけるベンチマークとなるような具体的かつ確実な情報を提供する。        ていた。200床 以上の医療機関で見ると、データ提出医療機関は 487(病床数不明を除く)であり、国内 2083医

療機関の 234%を 占めていた。また、500床 以上の医療機関で見るとデータ提出医療機関は 4割であり、大規模施

【図表】                                                      設の参カロが多い傾向にあった。

1 病床別データ提出医療機関数

2 検査材料別データ提出医療機関数、検体数、分離菌数                                 2 検査材料別データ提出医療機関数、検体数、分離菌数 (図表 2)

3 検査材料別分離菌数害1合                                              入院患者として報告された検体を集計した。検体から菌が分離された頻度 (検 体陽性率)は 471%で 、検査材料別

血液検体分離菌                                                では呼吸器系検体が 667%と 最も高く、髄液検体が 85%と 最も低かつた。

髄液検体分離菌

4 主要菌分離患者数と全医療機関の分離率分布                                     3.検 査材料別分離菌数割合 (図表 3)

5 特定の耐性菌分離患者数と全医療機関の分離率分布                                 血液分離菌数 (140,134株 )に対する主要分離菌の頻度では、上位 3菌種は,…
“

が 133%、 ユ ο
"が

103%、

6 主要菌の抗菌薬感受性                                             S epi“ rmJttθ が 100%で あった。

一
“

a“
"“

(MethiCi■ in sensiuve,ηムノ
““

ω,aυ
"IIs:MSSAl                  

髄液分離菌数 (4,523株 )に対する主要分離菌の頻度では、上位 3菌種までブ ドウ球菌属が占め、Sゃ量er麟s

胸 あわ
"∝

お aα″口,(Methicillin resistant―"… “
:MRSAl                  が 125%、 S―

"が
87%、 表皮ブ ドウ球菌以外の CNSが 77%であつた。次いで分離頻度が高かつたのは I

St叩ああ
"“"″

」dar2」と歯                                         力′哺レaθ、Sρ″ο″″a2aθ であり、それぞれ 31%、 25%だ つた。

Coaglase‐ negative staphylococci(CN9

atte…
“

ヵθσ』 ,                                             4.主 要菌分離患者数と全医療機関の分離率分布 (図表 4)

]崩帥∝
““

,力θcium                                           主要菌分離患者数は 1,069,216名 であり、Sa"“ 分離患者が 175,145名 (1638%)と 最も多く、Zαガ分離患

Sttρι
““

σ口,paθ屁
"″

′θ                                          者 (118,958名 ;1113%)、 P attan"a分 離患者 (80,160名 ;750%)が 次いでいた。

Sttpt∝は υ′″Zρ口θ
'

■■■∝暉 υS ag」♭
`陸

ο                                           5 特定の耐性菌分離患者数と全医療機関の分離率分布 (図表 5)

Etter饉 σ″                                                検体提出患者 (1,069,216名 )に対するMRSA分離患者の頻度は各医療機関によつて大きく異なるが、分離率は中

“

θbtta′′θυ凛亜 aθ                                            央値で 91%(範囲 12・ 456%)で あつた。バンコマイシン耐性lll球 菌 (VRE)、 多剤耐性緑膿菌 (MDRP)分離患

S―、ιね″
“
escen,                                             者の分離率分布はそれぞれ 0～81%、 0～ 97%で あつた。多剤耐1生アシネ トバクター属 (MDRA)分離患者が55名

島θ●あ″
“
as"四′′Os2                                           報告されたが、バンコマイシン耐性黄色ブ ドウ球菌 (VRSA)分離患者の報告はなかった。

И 二́々θιοbac“r」男2″z口 リ́コ2〃

〃
"2)出

Sあmewaθ                                            6.主 要菌の抗菌薬感受性 (図表 6)

Peicimn resistant Sttρ 競∝c“′2“″0血(PRSD外来息者対象                       S′ υ
“
θυθでは、MSSAはペニシリンG(PCG)に 対しては 62%が 耐性、エリスロマイシン (EM)に対しては 24%

が非感性を示したが、セファプリン (CEZ)にはほぼ全ての株が感性であり、レボフロキサシン (3TX)には 89%

が感性を示した。MRSAはバンコマイシン (VCM)に対しては全ての株が、テイコプラニン (TEIC)、 リネゾリド

GZD)、 ST合剤(ST)に対してはほとんど全ての株が感性を示した。一方ミノサイクリン (MINO)、 クリンダマイ

シン (CLDM)、 Ⅳ FXに対する感性株は、それぞれ 39%、 19%、 9%であつた。

S学〃″□あ の 81%が メチシリン耐性株であつたが、VCM耐性株の報告はなかつた。しかし、TEICに 対しては

被検株の 4%が中等度耐性、1%が耐性を示した。表皮ブ ドウ球菌以外の CNSでは 75%が メチシリン耐性株であつ

たが、表皮ブ ドウ球菌と同様に VCM耐性株の報告はなかつた。TEICに 対しては被検株の 2%が 中等度耐性、1%

が耐性を示した。

データ集計 日 : 2011年 4月 7日                                    データ集計 日 : 2011年 4月 7日

公開情報掲載 日 :2011年 9月 2日                                    公開情報掲載 日 :2011年 9月 2日
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腸球苗では、ユ Fa●●製力の99%がアンピシリン lABPC)に感性を示したが、a Faθどこ口は86%が耐性であった。

またユル●abは VCM、 TEICに対してほぼ全ての株が感性を示したが、ユル
…

はVQlに対し被検株の3%
が非感性 (中等度耐性 1%、 耐性 2%)と 判定された。

,…
“
山θの米国CLS12K107(M100・ S17)に準拠した場合のPCG非感性株は63%(中 年度耐性 42%、 耐性

21%)であつた。また、メロペネム lMEPM)に対しては23%が非感性 (中年度耐性 18%、 耐性 5%)であつたが、

セフォタキシム (C躙 、LVFXに対しては、それぞれ 92%、 97%が口性であり、VCMに対しては被検株の全てが

感性を示した。外来で分離された PCG耐性株に限つた場合、MEPMに対しては35%が 非感性であつたが、CrX、

LVFX、 VCMに対しては入院患者から分離された全肺炎球菌のものとほぼ同様の割合であつた。

S― ではべ‐シリン非感性株はみられなかった。近年マクロライド耐性株の出現が問題となつているが、ほ

ぼ半数がEM耐性であつた。

嬌内細菌科であるZ“ム κ p●

“
口
“
四o Sa″

“…
の第 3世代セファロスポリン不抗菌案であるCTX及び

セフタジジム(CAZ)に 対する感性株の頻度は2aノで86%と 93%、 κ PII●

“"J議
で94%と 96%、 Sコ″

““
θ2′

で 78%と ∞%であつた。また、イミベネム (1醐ヽ S)に対する感性株の頻度は2醐 とκ 烈
"″"の

ビaθ でそれ

ぞれ 100%、 S"… ●
“"で

9996で あり、LVFXに対する電性株の頻度は2αオで 69%、 κ烈
"υ

″麟 で 96%、

S―
"で

9096であった。

P“ログ
“
願では、カルパペネム系の IPMICS、 硼 PMに対してはそれぞれ 74%、 80%の株が感性を示した。ア

ミノグリコシド系のゲンタマイシン (GM)と アミカシン ω甑Ю に対しては 81%、 93%が、フルオロキノロン系

のLVFXに対しては75%が感性を示した。

′
"¨

ではヽカルバペネム系のIPM/CS、 RIIEPMに対してはそれぞれ 97%、 96%の株が感性を示した。ア

ミノグリコシド系のAMKに対してlt 9596が 、フルオロキノロン系のLVFXに対しては84%が感性を示した。

Z翻
“
a″2θ では、ABPC非感性株の頻度は56M(中年度耐性 1996、 IIt 3%)であり、スルバクタム′アンピ

シリン (SBT/ABPC)と クラプラン酸アモキシシリン (CVArAMPC)に対しては、それぞれ 33%、 26%が耐性であ

つた。

7.精度管理について

集計データは各医療機関からの報告の集計であり、検査上の精度管理は各医療機関に任されている。ただし、国内

で過去に報告が無い薬剤耐性菌であるPCG、 ABPC、 VCM、 2D非感性のS′,`“口颯 VCM、 ■ZD非感性のS

“

口
"筋

へ VCM、 lZD非感性のSp●鉗″励 o(外来含む)、 VCM耐性のS"囀 四 (外来含む)の報告を行つ

た医療機関、および検体提出患者数やユ“
″の報告がゼロであつた医療機関に対して問い合わせを行い、データに

疑義が生した39医療機関に関しては、全データを集計から除外した。このため、年報の結果は月報や四半期報の結

果とは異なる場合がある。

データ集計日 : 20‖ 年 4月 7日

公開情報掲載日 :20‖ 年 9月 2日
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1.病床別データ提出医・・A機関数

500～ 399床

関=159

知
柵

統It』習瑳臨 数 十

62

359

1,662

5,572

7.655

24

157

306

2

6

495

38 7

43 7

18.4

0.0

65

データ集計日:2011年 4月 7日

公開情報掲載日:2011年 9月 2日

200床 未満
卜

“

72

病床数

900床以上

500～ 899床

200～ 499床

200床未満

病床数不明

合計

中厚生統計要覧(平成
"年

度)を,照した
精神科病院はのぞく

1“  20X 30X 4" 5"  60X 7" 8" 創■ 10“

」ANIS参加施設数 =今期データ提出医療機関数
』‖S非参加施設数 =平成21年度統計全国医燎機関数 ―今期データ提出医療機関数

帥 轟   琢r

■JANIS● 加

■JANIS非

'加
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2.検査材料別データ提出医療機関数、検体数、分離菌数

検査材料分類  データ提出    検体数    陽
指滉晶謝医療機関数

呼吸器系検体    495      952,939     035,636
(1,320,662)

尿検体     494      357,654     190,210
(290,054)

便検体     494      256,421     100,120
(250,205)

血液検体     487      722,360     120,130

髄液検体     401 40.688

(140,134)

3,459

(4,523)

その他      495      584,021     286,797
(478,189)

合計      495     2,914,083   (11::;::)

入院患者として報告された検体を集計した
ふ計対象薔名コード:コメントのみ0900)を 除く全コード

凛計対象については仕様確露書を参照
検体陽性率=陽性検体数/横体数

2  
デ_夕集計日:2011年 4月 7日

公開情報掲載日:2011年 9月 2日
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3.検査材料別分離菌数割合

血液検体分離菌 (nコ 140,134)

01      10“     20%     301     401     501     60ヽ      フ0%     80%     90%    100%

■Staphyl● o●●●us aureus(138%)

●Escherichla c● H (1031)

Staphyl●●o●●u8 0pidernidis (10 0%)

Coagul■ 60-nOgative staphylococci (CMS)中  (8 8%)

●KI●bslllla pnoumonine(451)

“

P3●udO口on●● aaruginosa (3 01)

●Entero●●●●u3f●●●●:is(261)

I Enterooo● ous faoo:u口 (1 71)

●Enterobaoter oloaoao(17%)

rCandidlコ lbioans(: 61)

Bac‖ lul● ,(13つ
BacIIlul ●●r etls (1 2%)

●KlobsI● H a oxytoca(l llll

●Stropt。●●●●uS p■ ou口onia●  (1 0%)

●Sorratll mar● os● ens(1 01)

=そ
の他 (368り

●口名コード:1311.1313-:125と●告された●(1112:Staph,oooOOu3 0pidOmd8は 対彙外)

入院患者として報告された検体を集計した

分離頻度が16位以下は「その他Jに魚計した
検査材料分離菌数割合 =各分離菫 /血液検体分離菌 X100
集計対魚菌名コード:コメントのみ(9999)を 除く全コード
彙II対象分離菌数:140134

集計対彙検体:静脈血(コード番脚 1)、 助脈血(コード番号鯉 )

首名ヨードについて :Hゎ //― 市h―」mi3Jp/800● On/master/iⅢ hガouoa“ ont∞ d●_ver4 0 2∞ 10925ぶ 13

検査材料コードについて :http:″ ― nhia‖ 3」p/8●Ct10n/m●3tOr/SpocinenentMyp● v●rl Q200'0701劇 3

データ集計日:2011年 4月 7日

公開情報掲載日:2011年 9月 2日
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3検査材料別分離菌数割合

髄液分離菌 (n=4,523)

薔Staphylocoocu● epldormidio (12 51)

●Staphytooocous aureus(87%)

Coagulaoo― nogativo staphylo● o● ol (CNS)* (7 71)

Haenophilu●  influen2● o (3 1%)

■Strepto● 0。 cus pneullonia● (251)

麟Cryptococcus noofo「 Inano(1 9%)

●Ooryneb● cteriun sp (1 01)

IPropionibacterium acneo (1 7%)

■E6oherichia co l(15%)

■Pseudomonas leruginosa (1 51)

Enteroooccus f●ooalis (1 2%)

Enterob● cter aerogones (1 11)

■Кloわsielに pnoulnon ille(10%)

■Streptococcus ag口 lactia● (001)

■Baci::us sp  (0 0%)

■その他 (522り

■菌名ヨード:1011,1310～ 1325と口告された■ (1312:Stapu●●●●ou8 9“d― dBは対,外 )

入腱患者として報告された検体を集計した
分離頻度が10位以下は「その他」に集計した
検査材料分離菌数割合 =各分離菌 /髄液分離菌 X100
集計対象首名コード:コメントのみ(9999)を 除く全ヨード
集計対彙分離日数:4520

集計対象検体:髄漁コー属[号403)

薔名コードについて :htp//_呻 市3Jp/seCtlon/master/nFecuou“

`er.●
de ver4 0 20000021● d3

検査材料コードについて :http:″ www ni卜」●市3jp/80引 On/m●3ter/3peCimonm商絆つ●Ver1 0 20070701 xに

ァータ集計日:2011年4月 7日

公開情報掲載日:2011年 9月 2日

309,644

52.198     50.250

(1686%)   (1● 31■ )

13,743     14,041

(444%)  (475り
10,017     10,331

(324)  (335り

12鵬

l』雪巨103

躙
8

P唯
♀:♀ ●37

『:鯉
響出

PO‰

P♀撃

301,852

50,169

(1662%)

1■ 018

(4841)

5,875

(195%)

*20101「  *20101「  *20104F
7～ 9月  10～ 12月  合計

全医療機関(2010年 )の
分離率分布

275.001   1,069,216

43.6B4    175,145

(15B9■ )   (1600%)

12,128     47,523

(441つ   (444り
7.989     31,426

(2 00bl    (294隔 )

15,180     59458

(552つ     (550%)

4,213     18,674

(153り     (175%)

29.382    118,958

(1000%)   (11.13%)

16.713     00Ю 40

(008り    0621)
10.フ 32     40,363

(300り     0フ 8%)

4,049    15,116

(147%)  (141り
22.076   8Q160

(303つ   (750的
41231     16.10フ

(154D  (151%)

「

「

２４６‐‐
２４８‐‐
「

躙
・「

17.:90     17,339     17,508

(555“)    (503D     (532%)

5,400      5,652      5,005

(177%)  (183り    (108り
34.369     34488     33,917

(l11昴) 0119り  (1124)
14“7     14.853     20.252

(465%)    に82%)    671%)
0.583    :0.640    14470

(30鋤   (345り    (4フ |り

4,:00    4,183    4084
(133%)  (136り    (1.55'
21429    21,200    25,709

(09銚) (088D  (8540
3.824      4,091      0,209

(:23%)    (i33D     (2061)
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躙
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データ集計日:2011年4月 7日

公開情報掲載日:2011年 9月 2日

院内感染対策サーベイランス公開情報 検査部門
2010年報(1月 ～12月 )

4.主要菌分離患者数と全医療機関の分離率分布

Ⅲ20104「   *20101「
1～ 3月  4～ 6月

検体提出患者数

S.aureus

S epidor7nidiS

S Pnoumon a●

E faeca“s

E fa●●ium

E co“

K pneumonia●

Enterobacterロ ロ

S marceso● ns

P aerugino6●

Achetobacter属

入院息者として報告された検体を集計した
集計対線については仕様確認書を参照
拿各耐性目の分離率 =各耐性菫分離嵐者数 /検体提出息者数 Xl∞
箱ひげ回の説明はこちら詢ぃノ/田甲

“
晴田isわノd“auserndex漱 コ1

重複処理の方法については巻末を●熙。



検体提出患者数

MRSA

VRSA

VRE

MDRP

PRSP

カルバペネム耐性
縁臓菌

カルバペネム耐性
セラチア

第二世代セ77ロスホ
・

リン耐性大腱菌

影尋桂需鋼
・

MDRA

フルオロキノロン
耐性大腸菌

309,044    308,060    301,852

30515    00,193    29240
(9851)    (980“)    (00鋤

0         0         0

00略)  Om    (000D
161       145       158

mm loo" o.o"
559       507       629

(018"  (01") (021り
■051    4.888    2,000

(15喘)  (15釧 )  (003D
3,758      3.639      4287

(121,  (1.18%) (1.42D
39        38        40

10011)  (0010   0019
露 85      2.532      2,027

07詢 . 〈●8鋤   O B7Ю
527      533      034

(01動   〈01■O   10.21り
10        11        22

(a∞D  (o∞
“

)  o01D
6.371      6.337      0,42:

(2001)  (206%)  (213り

275,00: 1,00,216

24,762   100,045

(om       (oo
0        0

00"D  (0哺
50       520

1o■a9  (o o5D
500      1.872

010%)   (018D
3“5    14,760

(139り   (138D
3.517     13.425

(lMIno    (120り

20      :31
1001り   (001り
2528    0,190
10931  〈08“

520      2.050

1019的   010D
l1        55

000X)  (00:D
5,796     22.096

(211■) (215"

院内感染対策サーベイランス公開情報 検査部門
2010年報(1月 ～12月 )

5.特定の耐性菌分離患者数と全医療機関の分離率分布

彎 岬 彎 19場椙T錐 ウ鞘憎肇雰器つ
の

院内感染対策サーベイランス公開情報 検査部門
2010年報(1月 ～12月 )

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Staphy:ococcus aureus(MSSA)**

■感性 (S) ・ 中間 (l) ■耐性 (D

PCG(n=48040)

IEZ 〈n=55720)

OVA/AHPC tn=ll178)

:PH/CS (n=54266)

GH (n=55344)

EH tn=52460)

CLD“ (n=40718)

HI‖0 (n=50103)

LVFX (n=51805)

ST (n=42000)

0%    101   201    301    401    501    601    70%    801    001   1001

入院患者として報告された検体を集計した
百分率を口捨五入し整数で表示
Ⅲ米国CLS:2007“ 100‐S17】こ準拠し、集計時にSLRの判定ができない報告は集計から削除
特 ■名コード:10鶴 1305,1006と 報告された菌および菌名コード:1301と 報告され抗苗薬コード:1208(オキサシリン)の感
受性結果「S」 の自

データ集計曰:2011年 4月 7日

公開情報掲載日:2011年 9月 2日
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入院患書として報告された検体を集計した
ふ計対■についてはt41確認書を参照
亭各耐性自の分離率 =各耐性菌分離轟者欧′検体捜出●者数 X100
箱ひげ目の説明はこちら力町ν/咄 m■耐

“

〆

“

●疇./1ndoxm
菫楓処理の方法については巻末を参照。

データ集計日:2011年 4月 7日

公開情報掲載日:2011年 9月 2日
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6.主要菌の抗菌薬感受性*

Staphy:opoccus aureus(MRSA卜 *

■感性(S) .中間 (I) ■耐性 lR)

GH (n=88957)

EH鰤■4311)

CLDH (n 32012)

H:‖ 0 ("=92654)

VC‖ 〈n=90790)

TEIC O-34020)

LVFX (n=30007)

LZD (n-52632)

ST (o=70118)

0%     10%    201    3● 1    401    501    601    70"    801    001   100%

入院患者として報告された検体を集計した
百分率を四捨五入し整数で豪示
+米目CLS1 200,(M100S17】 二準拠し、集計時にS.LRO判 定ができない報告は集計から劇除
林 薗名ヨード:1000と報告された菌および菌名コード:1001と 報告され抗菌藁ヨード:1200(オ キサシリン)の感受性精暴「RJ

の自

データ集計日:2011年4月 7日

公開情報掲載日12011年 9月 2日

院内感染対策サーベイランス公開情報 検査部門
2010年報(1月 ～12月 )

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Staphylococcus epidermidis**

■感性CS)  中間(:) ●耐性e)

PCC (n=330i3)

HP:PC (n‐ 34503)

VC田  (n-31534)

TE:0 (n=36243)

0"    :01   20%    301    401    501   601    701    80%    00%

入院慮者として報告された検体を集計した
百分率を四捨五入し整数で表示
中米目CLSi 2∞ 7(M100‐ S:フXこ準拠し、集計時にS.LRの判定力

'で
きない報告は集計から11除

韓 菌名コード::312と 報告された菌

データ集計日:2011年4月 7日

公開情報掲載日:2011年 9月 2日
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院内感染対策サーベイランス公開情報 検査部門
2010年報(1月 ～12月 )

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Ooagu:ase― negative staphy:ococci(CNS)**

■感性CS) 鷲中間(I) ■耐性債)

PCC (n=27316)

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Enterococcus faccalis**

PCO (n=30005)

ABPC (n=43804)

E‖  (n=37030)

麟:HO(n43800)

VIH (nF44820)

TEIC (n=40002)

LVFX (n=42450)

口感性 CS) ,中間(1) ■耐性 lR)

HPIPC(n-31104)

VC‖  い 5006)

TEIC (n=31535)

01     101    20%    3略     401    501    601    701    00“

入腕嵐者として報告された検体を集計した
百分率を四捨

=入
し壺数で表示

中米目CLS1 2007 1M100-Sl'】
=準

拠し、魚計時にS.LRの判定がで ない報告は集計から劇除
‐菫名コード:1311.1313～ 1126と報告された日(1112:mpbl。 。。ccu● ●pldnd3は対象外)

隣 II■1■■

■ 13‐

:    :    :    :    :

001   1001

データ集計日:2011年4月 7日

公開情報掲載日:2011年 9月 2日

01     101    201    301    401    501    601    701    80%    00鮨    100%

入腕患者としでほ告された検体を集計した
百分率を四捨

=入
し整数で表示

●米口OLS1 2007鰤 :00S171■準拠し、集計時にS.1.Rの判定ができない報告は集計から削除
赫菌名コード:12011202と 報告された■

データ集計日:2011年4月 7日

公開情報掲載日:2011年 9月 2日
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院内感染対策サーベイランス公開情報 検査部門
2010年報(1月 ～12月 )

LVFX (1=22192)

0%     10%    201    301    401    5∝     601    701 801    90%   1001                                             o% 10%    20%    301    401    50%    601    701    801    901   100%

入院患者として報告された検体を彙針した 入院患者として報告された検体を集計した
百分率を四捨五入し整数で衰示

L竜呂留』V∬L馴朋駆I醒鼻雲尋h♂
‖「剛“'LRの欄定がでない報告は集計から劇除          F鶴 :農潟吾浩れ潟津ξ為履準出し、All日=sLRの判定が‐ない報割ま集計から鵬除

彗 菌名コード:“ 31と報告された菌

■感性(9  1‐ 中間(:) ■耐性 (R)

饉

― ―
‐ 口

―

-

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Enterococcus faec:um**

PCG (n=12725)

ABPC (n=14498)

E“  (n=12685)

‖:‖0 (n=15839)

VC‖  (n=16208)

TEIC (n=14833)

LVFX (1=14027)

L2D(口=8206)

口感性〈S)  中間(l) ■耐性(D

■:|

|||

"=・
―

鳳
― ―

ロ
―

―

‐
・

1    :    |    :    :   :    :   :    :
:    :   :    :    :   :    :   :    :

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Streptococcus pneumon:ae**

PCC (n=24276)

CTX (n=21113)

HEP腱  (n=21046)

E“  (m20657)

CLDH O=17236)

VCI(n=21147)

データ集計日:2011年 4月 7日

公開情報掲載曰:2011年 9月 2日

データ集計日:2011年4月 7日

公開情報掲載日:2011年 9月 2日
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院内感染対策サーベイランス公開情報 検査部門
2010年報(1月 ～12月 )

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Streptocolcus pyogenesネ ネ

PCC (n=1247)

ABPC(n-1230)

■感性 (S) 島中間 (I) ■耐性 CRp

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Streptococcus aga:actiae**

■感性 (S) :中間(1) 薔耐性①

PCC (o=,0741)

ABPC (n=1163:)

CTX(トフ261)

田 (嗜10204)

OLOH (n=0500)

入院廊者として報告された検体を集計した
百分率を四捨五入し整数で表示
中米国OLS1 200,(M100S17114拠 し、集計時にS.1.Rの判定ができない報告は集計から11除
Ⅲ■名コード;1114と 報告された菫

CTX(卜1000)

田 輛=1093)

CLOH ●=1003)

01     101    201    30%    401    501    001    70%    80%

入院●書としてla告された検体を集計した                  ・     :
百分率を四捨五入し整数で嚢示
十米■OLS1 2007(M100S17】 こ串撮し、集計時にSLRO囀定が‐ ない報告は■計から‖除
縛口名ヨード:1111と 報告された●

001   1001

データ集計日:2011年4月 7日

公開情報掲載日:2011年 9月 2日

データ集計日:2011年4月 7日

公開情報掲載日:2011年 9月 2日

01     101    201    301    40%    501    00%    70%    801    90ヽ    100%
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院内感染対策サーベイランス公開情報 検査部門
2010年報(1月 ～12月 )

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Escherichia coli**

■ 感性 CS) 中間 (:) ■耐性α)

ABPC (n=38600)

PIPC (南 5803)

IEZ (n=38000)

CTX(n-70015)

CAZ fn=80015)

AZT (n=フ 1168)

IPH/CS(n=85415)

AHl (n=88712)

LVFX (n=33963)

入院慮者として報告された検体を集計した
百分率を四捨五入し整数で表示
*米国CLS1 2∞ 7(Mll● S17Xこ準拠し、集計時にS.LRの判定ができない報告は集計から劇除
韓菌名コード:2001～ 2007と報告された菌

6.主要菌の抗菌薬感受性*

K:ebsie‖ a pneumoniae**

■感性 CS) ,中間 (I) ■耐性 lR)

ABPC (n=456:3)

PIPC(n-46075)

CEZ (n43230)

ITX (o=38371)

OAZ (n=48103)

俎T (n=38003)

IPH/CS(n→6492)

鳳  (n-40207)

LVFX (n=46000)

入院患者として報告された検体を集計した
百分率を四捨五入し壺敗で表示
中米国0国 2007(M100 Slつ に準拠し、集計時にヽLRの判定ができない報告は集計から月1除
林 ■名コード:2351と報告された饉

データ集計日:2011年4月 7日

公開情報掲載日:2011年 9月 2日

データ集計日:2011年 4月 7日

公開情報掲載日:2011年 9月 2日

01     :01    201    001    401    501    60ヽ     7"    80%    90“    :叫 01     10%    20%    301    4“     501    601    701    80%    001   1001
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6.主要菌の抗菌薬感受性*

Seratia marcescens**

ABPC(n=10034)

PIPC O=14575)

IEZ 6=14068)

(o=1:601)

■感性 lS) J中間(1) ■耐性①

01     101    201    3∝     401    501    001    701    801

6.主要菌の抗菌薬感受性*

Pseudomonas aeruginosaホホ

PIPC (n=84438)

CAZ(n却 6120)

AZT (n=70040)

OFP田 (n=65i32)

lPH/CS (n=34151)

IEP田 0=78563)

OH 031832)

AHK (1日 6634)

LVFX (n=81533)

■感性6) ■中間(1) ■耐性①

Ⅸ
　
　
　
　
泣

:Jt,,一

|,|“

'1■

||ロ

|,11慣

…|=ロ

■オ|■

ロ

,‐―
0%    10%    20%    30%    401    50%    601    701    80%    00%   1001

(卜14471)

AZT(Fi1070)

IPI/CS 6・ 14007)

AHκ  ← 14406)

LVFX (n=:4000)

叫 1001

入院患者として報告された検体を集計した
百分率を四捨五入し整数で表示
+米国CLS:2007(M100S:フ Xこ準拠し、集計時にS,I.Rの判定ができない報告は集計から自J餘
輪 菌名コード:4∞ 1と報告された苗

入院患者として報告された検体を集計した
百分率を四捨五入し整数で表示
●米目CLSi 2∞ 7“100‐S17】こ準拠し、集計時にS.Lm襴定ができない報告は集計から閣除
替 菌名コード:2101と 報告された菌

データ集計日:2011年4月 7日

公開情報掲載日:2011年 9月 2日

データ集計日:2011年4月 7日

公開情報掲載日,2011年 9月 2日
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6主要菌の抗菌薬感受性*

Ac:netobacter baumann‖ **

■感性〈S) ‐中間 (1)
=耐

性 ①

PiPC (n=8187)

SBT/A3PC (口 =1721)

CA2 (n=8401)

CFP‖ (n=5000

IP“/CS (n=8103)

HEPH (n=0159)

GH (n=8025)

A‖K (n=8443)

LVFX 【n=8033)

ST (n=6325)

入院島者として報告された検体を集計した
百分率を四捨五入し整数で表示
中米国CLS:2∞7(M10● S17Xこ準拠し、集計時にS,lRの判定ができない報告は集計から副除
Ⅲ薗名コード:“02と報告された菌

6.主 要菌の抗菌薬感受性*

Haemoph‖ us influenzae**

菫感性 (D

ABPC (71=20045)

SBT/ABPC (n=14078)

OVA/AHPC (n=11000)

ITX (n=16470)

IEPH (n=17453)

CAl (n=15152)

TC (n30260)

LVFX (口=10438)
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■ ■ ■ ■ ■
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■ ■ II |ロ
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■中間(1) ■耐性〈R)

入院患者として報告された検体を集計した
百分率を四捨五入し整数で表示
Ⅲ米国CLS1 2∞ ,(M:00S17Dに 準拠し、集計時にヽLRの判定ができない報告は集計から自1除
‐菌名コ∵ド:3201.3"232113.32115.320,3211.3214,3217.3220.3223と 報告された日

ァータ集計日:2011年4月 7日

公開情報掲載日:20‖ 年9月 2日

データ集計日:2011年 4月 7日

公開情報掲載日:2011年 9月 2日

01    10%    20%    301    40%    50%    601    701    801   001   100“
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